
問題例２：（世界史Ａ・地理Ｂ共通）国・首都テスト解答用紙 

 

 

 

 

 

 

 

得 点：（      ）点／20 点 ＋＋  

解答者：（    ）年（    ）組（     ）番 氏名（                ） 

採点者：（                   ） 

番号 国の名称 おもな特徴

1
火山と温泉が多い島国。地熱発電がさかん。島は大西洋中央海嶺（かいれい）が海面上に現れてできた。大地の割れ目
（ギャオ）と氷河はこの国の重要な観光資源。

2
南は黒海に面し，ナイチンゲールで有名な19世紀のクリミア戦争では主戦場。クリミア（クリム）半島の一部は現在，ロシアが
占領中。原発事故が起きたチェルノブイリはこの国の北部。

3
2003年にフセイン政権は倒れたが，現在も混乱続く。世界有数の産油国。イスラム教宗派間の対立，アラブ人と少数民族ク
ルド人の対立など課題は山積。

4
日本支配終了後，フランス，アメリカとの戦争に勝利して成立した社会主義国。経済改革（ドイモイ政策）の結果，経済が発
展。調味料はニョクマム。

5
アフリカの黒人国家としては，リベリアと並んでヨーロッパ諸国の植民地化を退けた国。コーヒーの原産地カッファ地方はこの
国にある。

6
スエズ運河開通以前，ケープタウンはヨーロッパとアジアを結ぶ重要な中継地。金やダイヤモンドの世界的生産国。1990年

ごろまで人種隔離政策「アパルトヘイト」を実施。

7
カストロらによる革命は1959年に成功。以後，社会主義政策を進めてアメリカと断交。オバマ大政権時の2015年に国交回

復。ダバコ・サトウキビの世界的生産国。

番号 首都の名称 おもな特徴

1
ヨーロッパの国の中ではじめてアメリカ大陸を発見。イエズス会。第二次大戦後も独裁政権続き，1980年代にＥＣ（現ＥＵ）に
加盟して国際社会に復帰。イベリコ豚。

2
首都は別名「花の都」とよばれ，古くからヨーロッパの文化の中心。「自由」「平等」を掲げる18世紀末から始まった革命はヨー
ロッパ全体に大きな影響を与えた。ナポレオン。

3
ローマ帝国滅亡後は，小国家や都市に分裂。フィレンツェはルネサンスの中心の一つ。19世紀に現在の国家の原型ができ
る。

4
世界中のユダヤ人がここに集まって1948年に建国。アラブ（パレスチナ）人との衝突が続く。ヨルダン川西岸地区は，ユダヤ
人居住区とアラブ人居住区を高い壁で仕切る。

5
スマトラ・ジャワなど多数の島からなる島国。世界最大のイスラム教国。石油・石炭などエネルギー資源が豊富。アブラヤシ
から採取したパーム油の生産量は世界一。

6
1949年成立の社会主義国。1970年代末以降の経済改革（改革・開放政策）で経済急成長。2000年代はじめには「世界の工

場」。現在は世界第２位の経済大国。

7 南北に細長い国。世界有数の銅鉱産出国。近年はワインや銀鮭が日本に大量に輸出されている。

番号 地形の名称 おもな特徴

1 （川） 古代メソポタミア文明発祥の川。イラクの首都バグダッドはこの川の沿岸にある。

2 （山脈） 北アメリカ大陸西部を南北に縦断する山脈。この山脈からミシシッピ川の支流など多くの川が流出。

3 （湖） イギリス人探検家スピークが「発見」し，イギリス女王の名をとって命名。ナイル川の源流の一つになっている湖。

4 （島） ほとんどが山岳地域だが，人口密度は高い。ボロブドゥール遺跡。インドネシアの首都・ジャカルタはこの島にある。

5 （海）
東アジア，東南アジア東部，オーストラリア大陸東岸，南北アメリカ大陸西岸の間の大洋。横浜港の氷川丸はこの海を横断し

た貨客船。

6 （砂漠）
モンゴル高原の南部の砂漠。春先に日本に飛来する黄砂は，この砂漠やさらに西のタクラマカン砂漠などから偏西風に乗っ
て運ばれた細かな土や鉱物。


